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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
登
場
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
９
２
７
Ｋ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
３
人
娘
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
！
！
』
の
続
編
小

説
。
失
敗
続
き
の
ル
ル
に
業
を
煮
や
し
た
専
務
が
、
新
た
な
刺
客
・
ダ
ー
ク
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
を
送
り
込
ん
だ
！
日
奈
森
亜
夢
は
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
誘
拐

さ
れ
、
何
と
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
う
・
・
・
歌
唄
達
と
共
に
亜
夢
を
助
け
に
向
か

っ
た
ル
ル
に
、
新
た
な
力
が
目
覚
め
た
！
！
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
は
、
『
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
３
人
娘
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
！
！
』

の
続
編
小
説
で
す
。

な
ぎ
ひ
こ
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
設
定
で
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

日
奈
森
亜
夢
：
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
、
聖
夜
小
学
校
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
で
ジ

ヒ
ナ
モ
リ
　
ア
ム

ョ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
女
の
子
。
表
向
き
は
ク
ー
ル
＆
ス
パ
イ
シ
ー
キ
ャ
ラ
だ

が
実
は
意
地
っ
張
り
キ
ャ
ラ
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
ン
、
ミ
キ
、
ス
ゥ
、
ダ
イ

ヤ
の
４
人
。

星
名
歌
唄
：
か
つ
て
イ
ー
ス
タ
ー
社
に
所
属
し
て
い
た
、
１
４
歳
の
ア
イ
ド
ル
。

ホ
シ
ナ
　
ウ
タ
ウ

亜
夢
と
は
親
友
同
士
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
イ
ル
と
エ
ル
の
２
人
。

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
：
今
作
の
も
う
１
人
の
主
人
公
で
、
ア
ニ
メ
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
イ
ー
ス
タ
ー
第
３
の
刺
客
だ
が
、
私
利
私
欲
で
は
な
い

ら
し
い
。
名
古
屋
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
ハ
ー
フ
で
、
時
々
名
古
屋
弁
で
話
す
が

普
段
は
標
準
語
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ナ
ナ
。

辺
里
唯
世
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少

ホ
ト
リ
　
タ
ダ
セ

年
で
、
亜
夢
の
憧
れ
。
『
王
子
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
王
様
キ
ャ
ラ
に
キ
ャ

ラ
チ
ェ
ン
ジ
し
て
し
ま
う
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
キ
セ
キ
。

藤
咲
な
ぎ
ひ
こ
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
を
し
て

フ
ジ
サ
キ

い
る
少
年
。
実
は
か
つ
て
の
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
、
な
で
し
こ
と
同
一
人
物
で
、

女
形
舞
踊
の
勉
強
の
た
め
に
女
装
を
し
て
い
た
が
亜
夢
に
は
内
緒
に
し
て
い
る
。

し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
て
ま
り
と
リ
ズ
ム
の
２
人
が
い
る
が
、
こ
の
物
語
で
は
リ
ズ

ム
が
先
に
孵
化
し
て
ま
り
は
一
時
的
に
し
ゅ
ご
た
ま
に
戻
っ
て
い
る
。

真
城
り
ま
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る

マ
シ
ロ
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少
女
。
見
か
け
は
ク
ー
ル
だ
が
、
実
は
お
笑
い
好
き
。
今
回
の
物
語
で
な
ぎ
ひ

こ
の
正
体
に
感
づ
く
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ク
ス
ク
ス
。

結
木
や
や
：
聖
夜
小
学
校
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少
女

ユ
イ
キ

で
、
一
番
年
下
。
普
段
は
赤
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ラ
だ
が
、
頑
張
っ
て
い
る
一
面
も
。

し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ペ
ペ
。

鬼
怒
川
莱
夢
：
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
敵
対
す
る
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
リ
ー
ダ

キ
ヌ
ガ
ワ
　
ラ
イ
ム

ー
、
ダ
ー
ク
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
し
て
い
る
少
女
。
亜
夢
に
髪
型
が
似
て
い
る
。
し

ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ゼ
ア
ス
と
ミ
ヤ
。

獅
童
時
臣
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る

シ
ド
ウ
　
ト
キ
オ
ミ

少
年
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
イ
。

獄
猿
静
海
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い

ゴ
ク
エ
ン
　
セ
イ
カ
イ

る
少
年
。
土
佐
弁
で
話
す
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ド
ロ
ワ
。

烏
条
音
譜
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
を
し
て
い

ウ
ジ
ョ
ウ
　
オ
ン
プ

る
少
女
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
テ
ィ
ン
ク
。

兎
帳
閨
夜
：
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
を
し
て
い
る
少

ト
バ
リ
　
ネ
ヤ

女
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ヴ
ィ
ス
。

イ
ル
＆
エ
ル
：
歌
唄
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
よ
く
ケ
ン
カ
す
る
が
実
は
仲
良
し
。

歌
唄
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
イ
ル
が
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
で
、
エ
ル
が
セ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
。

ナ
ナ
：
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
ル
ル
よ
り
も
名
古
屋
弁
で
話
す
事
が
多
い
。

今
回
初
め
て
ル
ル
と
キ
ャ
ラ
な
り
す
る
。
ル
ル
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ド
ロ
シ
ア

レ
イ
ン
ボ
ー
。

キ
セ
キ
：
唯
世
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
生
意
気
な
王
子
様
キ
ャ
ラ
。
唯
世
と
の
キ

ャ
ラ
な
り
は
プ
ラ
チ
ナ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
。

て
ま
り
＆
リ
ズ
ム
：
な
ぎ
ひ
こ
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
て
ま
り
は
今
は
タ
マ
ゴ
に

戻
っ
て
い
る
。
な
ぎ
ひ
こ
と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
て
ま
り
が
不
明
で
、
リ
ズ
ム
が

ビ
ー
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
。

ク
ス
ク
ス
：
り
ま
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
り
ま
と
同
じ
く
お
笑
い
が
好
き
。
り
ま

と
の
キ
ャ
ラ
な
り
は
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
。

ペ
ペ
：
や
や
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
。
実
は
や
や
よ
り
し
っ
か
り
者
。
や
や
と
の
キ
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ャ
ラ
な
り
は
デ
ィ
ア
ベ
イ
ビ
ー
。

闇
キ
ャ
ラ
：
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
持
ち
主
の
悪
意
あ
る
心
が
強
く
な
っ
て
生
ま
れ

た
存
在
。
故
に
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
よ
り
能
力
は
格
上
。
持
ち
主
と
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ

な
り
で
き
る
他
、
持
ち
主
以
外
と
も
で
き
る
様
子
。

ミ
ヤ
＆
ゼ
ア
ス
：
莱
夢
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
現
在
は
ミ
ヤ

の
み
持
ち
主
で
は
な
い
亜
夢
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
て
い
る
。
亜
夢
と
の
ダ
ー
ク
キ

ャ
ラ
な
り
は
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ
ー
ク
ネ
ス
。

ラ
イ
：
時
臣
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
時
臣
と
の
ダ
ー
ク
キ
ャ

ラ
な
り
は
不
明
。

ド
ロ
ワ
：
静
海
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
静
海
と
は
違
い
、
普

段
は
標
準
語
。
静
海
と
の
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
は
イ
フ
リ
ー
ト
ダ
ン
サ
ー
。

ヴ
ィ
ス
：
閨
夜
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
閨
夜
と
の
キ
ャ
ラ
な

り
は
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ロ
ー
ズ
。

テ
ィ
ン
ク
：
音
譜
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
、
か
つ
闇
キ
ャ
ラ
。
音
譜
と
の
ダ
ー
ク

キ
ャ
ラ
な
り
は
ジ
ャ
ミ
ン
グ
パ
ル
サ
ー
。
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ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
は
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
。

何
度
も
失
敗
し
て
い
る
た
め
、
先
程
専
務
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル

「
ハ
ァ
・
・
・
ま
た
専
務
に
怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
」

ル
ル
は
考
え
込
ん
で
い
る
。

ル
ル

「
（
エ
ン
ブ
リ
オ
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
日
奈
森
亜
夢
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
・
・
・
で
も
、
私
に
で
き
る
の
か
し
ら
・
・
・
）
」

「
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
な
。
」

ル
ル

「
！
？
誰
？
」

ル
ル
が
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
５
人
の
男
女
が
立
っ
て
い
た
。

「
オ
レ
達
は
専
務
が
最
近
雇
っ
た
選
抜
チ
ー
ム
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
だ
。

」「
あ
な
た
の
手
助
け
を
し
て
あ
げ
る
わ
。
」

ル
ル
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「
私
の
手
助
け
を
？
」

「
そ
う
ぜ
よ
。
」

「
君
は
日
奈
森
亜
夢
を
カ
フ
ェ
に
呼
び
出
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
か
ら
。
」

ル
ル

「
亜
夢
を
呼
び
出
せ
ば
良
い
の
ね
？
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
。
」

ル
ル

「
わ
か
っ
た
わ
。
」

ル
ル
は
去
っ
て
行
っ
た
。

５
人
が
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
事
に
も
気
づ
か
ず
に
・
・
・

聖
夜
小
学
校

日
奈
森
亜
夢

「
フ
ゥ
、
終
わ
っ
た
終
わ
っ
た
！
さ
て
、
今
日
は
帰
っ
た
ら
何
し
よ
う
か
な
ぁ
。

」授
業
を
終
え
た
亜
夢
は
、
帰
宅
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
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亜
夢

「
～
♪
あ
れ
？
ル
ル
？
」

亜
夢
が
校
門
に
差
し
掛
か
る
と
、
そ
こ
に
は
ル
ル
が
立
っ
て
い
た
。

ル
ル

「
久
し
ぶ
り
ね
、
亜
夢
。
」

亜
夢

「
ル
ル
、
ど
う
し
た
の
？
わ
ざ
わ
ざ
学
校
ま
で
来
て
。
」

ル
ル

「
ち
ょ
っ
と
話
が
し
た
く
て
。
知
っ
て
る
カ
フ
ェ
が
デ
パ
ー
ト
に
あ
る
ん
だ
け

ど
、
行
か
な
い
？
」

亜
夢

「
う
ん
、
行
く
行
く
！
ラ
ン
達
は
先
に
帰
っ
て
て
！
」

ラ
ン

「
は
～
い
。
」

亜
夢

「
じ
ゃ
、
行
こ
っ
か
？
」

ル
ル

「
え
え
・
・
・
」

亜
夢
と
ル
ル
は
、
デ
パ
ー
ト
へ
と
向
か
っ
た
。
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デ
パ
ー
ト
屋
上

亜
夢
と
ル
ル
は
、
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
に
あ
る
憩
い
の
場
に
い
た
。

カ
フ
ェ
で
買
っ
て
来
た
飲
物
を
持
っ
て
。

ち
な
み
に
亜
夢
と
ル
ル
以
外
に
は
誰
も
い
な
い
。

亜
夢

「
お
い
し
～
！
や
っ
ぱ
り
評
判
な
だ
け
あ
る
ね
、
こ
の
飲
物
！
」

ル
ル

「
そ
う
ね
・
・
・
亜
夢
、
学
校
は
楽
し
い
の
？
」

亜
夢

「
そ
う
だ
ね
、
楽
し
い
よ
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
み
ん
な
と
も
会
え
る
し
。
」

ル
ル

「
そ
う
・
・
・
」

ル
ル
は
少
し
俯
い
て
い
る
。

亜
夢

「
ど
う
し
た
の
、
ル
ル
？
具
合
で
も
悪
い
の
？
」
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ル
ル

「
イ
ヤ
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

ル
ル
が
何
か
を
言
い
か
け
た
と
同
時
に
、
男
の
子
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
嬢
さ
ん
方
。
」

亜
夢

「
？
」

亜
夢
が
振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は
唯
世
に
よ
く
似
た
男
の
子
が
立
っ
て
い
た
。

亜
夢

「
あ
な
た
、
誰
？
」

獅
童
時
臣

シ
ド
ウ
　
ト
キ
オ
ミ

「
お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
ボ
ク
は
獅
童
時
臣
と
申
す
者
、
以
後
お
見
知

り
置
き
を
。
」

亜
夢

「
初
め
ま
し
て
、
日
奈
森
亜
夢
で
す
。
」

時
臣

「
噂
は
聞
い
て
る
よ
。
君
が
聖
夜
小
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
、
日
奈
森

亜
夢
さ
ん
だ
ね
？
」

亜
夢

「
は
い
、
そ
う
で
す
け
ど
・
・
・
」

時
臣
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「
少
し
あ
な
た
に
用
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ボ
ク
と
一
緒
に
来
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？
」

亜
夢

「
獅
童
さ
ん
と
？
良
い
で
す
け
・
・
・
」

『
良
い
で
す
け
ど
』
と
言
い
か
け
た
亜
夢
を
、
ル
ル
が
制
止
し
た
。

ル
ル

「
・
・
・
ダ
メ
・
・
・
」

亜
夢

「
え
？
ル
ル
？
」

ル
ル

「
逃
げ
て
、
亜
夢
！
！
」

亜
夢

「
え
？
ど
う
い
う
事
！
？
」

時
臣

「
チ
ッ
、
面
倒
な
女
だ
！
閨
夜
、
音
譜
！
や
れ
！
！
」

時
臣
の
声
で
、
２
人
の
女
が
ル
ル
の
両
脇
に
現
れ
た
。

ザ
ッ
！

ル
ル

「
！
！
」
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閨
夜
・
音
譜
と
呼
ば
れ
た
２
人
の
女
は
、
掌
に
は
め
た
機
械
か
ら
電
撃
を
放
っ

テ
ノ
ヒ
ラ

た
。

バ
チ
ィ
ッ
！
！

ル
ル

「
キ
ャ
ア
ア
ア
！
！
」

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！
！

亜
夢

「
ル
、
ル
ル
！
！
」

ル
ル

「
亜
夢
、
早
く
逃
げ
て
！
！
」

亜
夢

「
う
、
う
ん
！
！
」

亜
夢
は
走
っ
て
扉
に
向
か
お
う
と
す
る
。

時
臣

「
甘
い
な
。
」

し
か
し
、
亜
夢
が
扉
に
着
き
か
け
た
そ
の
時
、
彼
女
の
前
に
別
の
男
が
立
ち
塞

が
っ
た
。

ザ
ッ
！

亜
夢
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「
！
！
」

「
こ
こ
は
通
さ
ん
ぜ
よ
。
」

そ
う
言
う
と
、
男
は
素
早
く
亜
夢
の
背
後
に
回
り
込
み
、
彼
女
を
羽
交
い
締
め

に
し
た
。

ガ
シ
ッ
！

亜
夢

「
キ
ャ
ッ
！
は
、
離
し
て
よ
！
！
」

亜
夢
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
く
。

亜
夢
を
羽
交
い
締
め
に
し
た
男
は
、
彼
女
の
口
を
ハ
ン
カ
チ
で
塞
い
だ
。

ガ
バ
ッ
！
！

亜
夢

「
う
っ
！
！
う
～
、
う
～
！
！
」

亜
夢
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
く
。

し
か
し
、
ハ
ン
カ
チ
に
染
み
込
ん
だ
薬
の
せ
い
で
徐
々
に
目
が
ト
ロ
ン
と
し
て

き
た
。

亜
夢

「
う
ぅ
・
・
・
」

亜
夢
は
気
を
失
い
、
倒
れ
込
ん
だ
。
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ド
サ
ッ
！

ル
ル

「
あ
・
・
・
亜
夢
・
・
・
」

そ
の
言
葉
を
最
後
に
、
ル
ル
も
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

ド
サ
ッ
！

「
チ
ョ
ロ
い
も
ん
ぜ
よ
。
」

時
臣

「
助
か
っ
た
よ
、
静
海
。
」

「
で
、
ど
う
す
る
時
臣
？
こ
の
裏
切
り
者
。
」

時
臣

「
地
下
室
に
で
も
放
り
込
ん
で
お
け
、
閨
夜
。
」

「
わ
か
っ
た
わ
。
」

時
臣

「
じ
ゃ
あ
、
日
奈
森
亜
夢
を
連
れ
て
行
く
ぞ
。
」

「
え
え
。
」

時
臣
達
３
人
は
亜
夢
を
、
閨
夜
は
ル
ル
を
連
れ
て
去
っ
て
行
く
。

そ
の
光
景
を
、
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
あ
る
ナ
ナ
が
隠
れ
て
見
て
い
た
。
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ナ
ナ

「
た
・
・
・
大
変
だ
ぎ
ゃ
あ
・
・
・
」

聖
夜
小
学
校
・
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
で
あ
る
辺
里
唯
世
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ

ア
の
藤
咲
な
ぎ
ひ
こ
と
一
緒
に
い
た
。

遅
く
ま
で
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
を
掃
除
し
て
い
た
か
ら
だ
。

藤
咲
な
ぎ
ひ
こ

「
辺
里
君
、
こ
っ
ち
は
終
わ
っ
た
よ
。
」

辺
里
唯
世

「
ご
苦
労
様
、
藤
咲
君
。
じ
ゃ
あ
、
帰
ろ
う
か
・
・
・
」

２
人
が
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
ナ
ナ
が
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
に
入
っ
て
来
た
。

ビ
ュ
ン
！

唯
世

「
君
は
？
」

ナ
ナ

「
私
は
ル
ル
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
、
ナ
ナ
だ
ぎ
ゃ
！
助
け
て
欲
し
い
の
！
！
」
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唯
世

「
助
け
て
欲
し
い
っ
て
、
ど
う
い
う
事
？
」

数
１
０
分
後
、
亜
夢
を
除
く
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
メ
ン
バ
ー
が
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン

に
集
ま
っ
た
。

知
ら
せ
を
聞
い
て
や
っ
て
来
た
、
星
名
歌
唄
も
い
る
。

星
名
歌
唄

「
話
は
わ
か
っ
た
わ
。
つ
ま
り
あ
な
た
の
持
ち
主
ル
ル
・
ド
・
モ
ル
セ
ー
ル
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
が
送
り
込
ん
だ
刺
客
だ
っ
た
ワ
ケ
ね
。
」

ナ
ナ

「
そ
う
だ
ぎ
ゃ
・
・
・
で
も
、
ル
ル
だ
っ
て
私
利
私
欲
で
エ
ン
ブ
リ
オ
を
狙
っ

て
る
ワ
ケ
じ
ゃ
な
か
！
ル
ル
は
、
母
親
の
た
め
に
・
・
・
」

真
城
り
ま

「
そ
の
話
は
後
よ
。
今
は
と
に
か
く
、
亜
夢
と
あ
な
た
の
持
ち
主
を
探
し
出
さ

な
い
と
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
そ
う
だ
ね
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
手
掛
か
り
が
・
・
・
」

イ
ル

「
心
配
い
ら
ね
ぇ
よ
！
ア
タ
シ
達
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
持
ち
主
の
気
配
を
感
じ
取

れ
る
！
亜
夢
が
行
っ
た
っ
て
い
う
デ
パ
ー
ト
を
探
せ
ば
、
ナ
ナ
の
持
ち
主
の
方

は
見
つ
か
る
さ
！
」
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唯
世

「
よ
し
、
み
ん
な
で
探
し
に
行
こ
う
！
」

ナ
ナ

「
恩
に
切
る
わ
・
・
・
」

唯
世
達
は
、
亜
夢
と
ル
ル
が
行
っ
た
デ
パ
ー
ト
へ
と
向
か
っ
た
。

そ
の
頃
・
・
・

亜
夢

「
ん
・
・
・
」

亜
夢
は
１
人
、
薄
暗
い
部
屋
に
い
た
。

や
が
て
目
が
覚
め
る
。

亜
夢

「
！
！
ん
、
ん
ん
っ
・
・
・
」

亜
夢
は
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
手
足
が
ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ

て
い
る
事
に
気
が
つ
い
た
。

口
に
は
ガ
ム
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
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亜
夢

「
ん
～
、
ん
～
！
！
」

亜
夢
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
が
、
ロ
ー
プ
は
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
。

亜
夢

「
う
ぅ
・
・
・
（
こ
こ
は
ど
こ
な
の
？
ア
タ
シ
、
一
体
・
・
・
）
」

亜
夢
は
考
え
込
ん
で
い
る
。

す
る
と
、
部
屋
に
光
が
差
し
込
ん
だ
。

扉
が
開
け
ら
れ
た
か
ら
だ
。

亜
夢

「
う
っ
・
・
・
」

亜
夢
は
眩
し
さ
の
あ
ま
り
目
を
瞑
る
。

す
る
と
、
５
人
の
男
女
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
来
た
。

ど
う
や
ら
亜
夢
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
の
一
室
に
い
る
ら
し
い
。

時
臣

「
気
分
は
ど
う
だ
い
？
日
奈
森
亜
夢
君
。
」

時
臣
は
亜
夢
を
起
き
上
が
ら
せ
る
と
、
亜
夢
の
口
に
貼
ら
れ
た
ガ
ム
テ
ー
プ
を

は
が
し
た
。

ピ
リ
リ
・
・
・
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亜
夢

「
イ
タ
ッ
・
・
・
あ
な
た
達
、
一
体
何
の
つ
も
り
で
ア
タ
シ
を
さ
ら
っ
た
の
？

言
っ
て
お
く
け
ど
、
ア
タ
シ
の
家
そ
ん
な
に
お
金
は
な
い
よ
？
」

時
臣

「
ハ
ハ
ハ
！
お
金
は
目
的
じ
ゃ
な
い
さ
。
言
っ
た
ろ
？
君
自
身
に
用
が
あ
る
っ

て
。
」

亜
夢

「
ア
タ
シ
自
身
？
」

亜
夢
は
そ
こ
で
、
５
人
そ
れ
ぞ
れ
の
隣
に
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
い
る
事
に
気
が
つ

い
た
。

亜
夢

「
あ
、
あ
な
た
達
も
キ
ャ
ラ
持
ち
な
の
！
？
」

時
臣

「
そ
の
通
り
だ
よ
、
日
奈
森
亜
夢
君
。
た
だ
し
、
た
だ
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
で
は

な
い
が
ね
。
」

亜
夢

「
ど
、
ど
う
い
う
事
！
？
」

時
臣

「
先
に
ボ
ク
達
の
事
を
紹
介
し
て
お
こ
う
か
。
ボ
ク
達
は
ね
、
イ
ー
ス
タ
ー
が

秘
密
裏
に
組
織
し
た
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
対
抗
す
る
た
め
の
メ
ン
バ
ー
・
・
・
言

わ
ば
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
な
の
さ
。
」
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亜
夢

「
ダ
、
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
！
？
」

時
臣

「
そ
の
通
り
。
ま
ず
赤
髪
の
彼
が
、
獄
猿
静
海
。
」

獄
猿
静
海

ゴ
ク
エ
ン
　
セ
イ
カ
イ

「
オ
レ
は
獄
猿
静
海
。
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
で
ダ
ー
ク
ジ
ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア

を
や
っ
て
い
る
者
ぜ
よ
。
コ
イ
ツ
は
オ
レ
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
、
ド
ロ
ワ
。
」

烏
条
音
譜

ウ
ジ
ョ
ウ
　
オ
ン
プ

「
ア
タ
シ
は
ダ
ー
ク
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
の
烏
条
音
譜
。
こ
の
子
は
し
ゅ
ご
キ

ャ
ラ
の
テ
ィ
ン
ク
。
」

兎
帳
閨
夜

ト
バ
リ
　
ネ
ヤ

「
ア
チ
シ
は
ダ
ー
ク
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
の
兎
帳
閨
夜
。
そ
れ
と
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
の

ヴ
ィ
ス
。
」

時
臣

「
ボ
ク
は
ダ
ー
ク
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
の
獅
童
時
臣
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ラ
イ
だ
。

そ
し
て
、
ボ
ウ
シ
を
か
ぶ
っ
た
彼
女
が
・
・
・
」

ボ
ウ
シ
を
か
ぶ
っ
て
い
た
少
女
は
、
ボ
ウ
シ
を
取
り
去
る
。

パ
サ
ッ
！

亜
夢

「
ア
、
ア
タ
シ
に
ソ
ッ
ク
リ
！
！
」

鬼
怒
川
莱
夢

キ
ヌ
ガ
ワ
　
ラ
イ
ム
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「
ア
タ
シ
は
ダ
ー
ク
ジ
ョ
ー
カ
ー
の
鬼
怒
川
莱
夢
。
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
ゼ
ア
ス

と
ミ
ヤ
。
」

時
臣

「
ボ
ク
達
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
、
ボ
ク
達
の
悪
意
の
心
が
強
く
な
っ
て
生
ま
れ

た
ん
だ
。
言
わ
ば
、
闇
キ
ャ
ラ
。
」

亜
夢

「
闇
キ
ャ
ラ
・
・
・
」

閨
夜

「
つ
ま
り
ア
チ
シ
ら
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
は
、
あ
な
た
達
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
よ
り

数
段
格
上
っ
て
ワ
ケ
。
」

亜
夢

「
で
、
ア
タ
シ
に
何
の
用
な
の
？
」

莱
夢

「
専
務
は
前
々
か
ら
、
エ
ン
ブ
リ
オ
出
現
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
て
た
。
そ
の

仮
説
の
１
つ
が
、
×
タ
マ
が
大
量
に
出
現
し
た
時
に
エ
ン
ブ
リ
オ
が
現
れ
る
と

い
う
も
の
。
」

音
譜

「
だ
か
ら
専
務
は
ル
ル
を
雇
い
、
？
タ
マ
を
生
み
出
さ
せ
た
の
。
エ
ン
ブ
リ
オ

を
探
す
た
め
に
。
」

亜
夢

「
ル
ル
が
イ
ー
ス
タ
ー
の
刺
客
だ
っ
た
な
ん
て
・
・
・
」

静
海
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「
こ
れ
が
現
実
ぜ
よ
。
」

時
臣

「
そ
し
て
失
敗
続
き
の
ル
ル
に
業
を
煮
や
し
た
専
務
は
、
ボ
ク
達
に
直
々
に
指

令
を
与
え
た
の
さ
。
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
奈
森
亜
夢
君
・
・

・
君
を
誘
拐
し
、
仲
間
に
入
れ
ろ
と
ね
。
」

亜
夢

「
悪
い
け
ど
、
お
断
り
よ
！
あ
な
た
達
み
た
い
な
悪
い
ヤ
ツ
ら
の
仲
間
な
ん
か

に
、
ア
タ
シ
は
な
ら
な
い
！
！
」

時
臣

「
口
で
は
何
と
で
も
言
え
る
。
そ
れ
な
ら
、
強
制
的
に
や
る
ま
で
だ
。
」

亜
夢

「
な
、
何
を
す
る
気
！
？
」

時
臣

「
ラ
イ
、
ゼ
ア
ス
、
ヴ
ィ
ス
、
ド
ロ
ワ
、
テ
ィ
ン
ク
！
こ
の
娘
に
電
撃
を
浴
び

せ
ろ
。
」

時
臣
の
指
示
で
、
時
臣
達
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
が
５
方
向
か
ら
一
斉
に
亜
夢
め
が

け
電
撃
を
放
っ
た
。

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！
！

亜
夢

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

莱
夢
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「
今
よ
、
ミ
ヤ
。
」

ミ
ヤ
は
亜
夢
に
近
づ
き
、
額
に
手
を
当
て
た
。

ス
ッ
！

亜
夢

「
う
っ
！
！
」

ミ
ヤ

「
楽
に
な
り
な
さ
い
・
・
・
」

ミ
ヤ
の
手
か
ら
光
が
出
る
。

亜
夢

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
・
・
・
！
！
」

し
ば
ら
く
し
て
、
亜
夢
は
口
を
開
い
た
。

亜
夢

「
ア
タ
シ
は
あ
な
た
の
僕
で
す
、
莱
夢
様
。
何
な
り
と
ご
命
令
を
・
・
・
」

亜
夢
は
洗
脳
さ
れ
た
。

時
臣

「
よ
く
や
っ
た
、
莱
夢
。
」

ミ
ヤ
は
亜
夢
に
近
づ
く
。

ミ
ヤ
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「
ア
タ
シ
が
あ
な
た
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
よ
。
」

亜
夢

「
よ
ろ
し
く
、
ミ
ヤ
・
・
・
」

亜
夢
は
ミ
ヤ
と
手
を
つ
な
ぐ
。

そ
の
光
景
を
、
５
人
は
不
敵
な
笑
み
で
見
つ
め
て
い
た
。

同
じ
頃
、
唯
世
達
は
ル
ル
を
見
つ
け
出
し
、
救
出
し
て
い
た
。

ル
ル

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
、
ア
タ
シ
の
せ
い
で
亜
夢
が
・
・
・
」

歌
唄

「
謝
る
の
は
後
よ
。
と
に
か
く
亜
夢
を
助
け
出
さ
な
い
と
。
」

歌
唄
が
そ
う
言
っ
た
時
、
彼
女
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。

ピ
ピ
ピ
・
・
・

歌
唄

「
メ
ー
ル
だ
わ
！
亜
夢
か
ら
み
た
い
だ
け
ど
・
・
・
文
面
が
彼
女
の
も
の
じ
ゃ

な
い
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
多
分
、
亜
夢
ち
ゃ
ん
か
ら
奪
っ
た
携
帯
か
ら
メ
ー
ル
し
た
ん
だ
ろ
う
ね
・
・
・
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」唯
世

「
歌
唄
ち
ゃ
ん
、
読
ん
で
み
て
。
」

歌
唄

「
え
え
。
」

歌
唄
は
メ
ー
ル
を
読
む
。

『
日
奈
森
亜
夢
嬢
は
預
か
っ
た
。
返
し
て
欲
し
け
れ
ば
、
月
夜
遊
園
地
に
来
い
。

』歌
唄

「
メ
ー
ル
に
書
か
れ
て
る
遊
園
地
っ
て
、
最
近
で
き
た
遊
園
地
よ
ね
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
う
ん
、
確
か
イ
ー
ス
タ
ー
社
が
監
修
し
た
っ
て
い
う
・
・
・
イ
ー
ス
タ
ー
社

！
？
」

り
ま

「
な
る
ほ
ど
、
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
私
達
を
誘
い
出
そ
う
っ
て
事
ね
。
」

歌
唄

「
そ
れ
を
逆
手
に
取
る
の
よ
。
待
っ
て
て
亜
夢
！
必
ず
助
け
て
あ
げ
る
か
ら
！

！
」

歌
唄
達
は
メ
ー
ル
に
書
か
れ
た
地
図
を
頼
り
に
、
月
夜
遊
園
地
へ
と
向
か
っ
た
。
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月
夜
遊
園
地

り
ま

「
着
い
た
わ
！
」

結
木
や
や

ユ
イ
キ

「
こ
こ
に
あ
む
ち
ー
が
い
る
ん
だ
ね
！
そ
れ
に
し
て
も
誰
も
い
な
い
ね
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
恐
ら
く
、
今
日
は
貸
切
状
態
な
ん
だ
ろ
う
。
ボ
ク
達
を
誘
い
出
す
た
め
に
ね
。

」唯
世

「
じ
ゃ
あ
、
２
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
行
こ
う
！
」

ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
結
果
、
唯
世
＆
や
や
・
な
ぎ
ひ
こ
＆
り
ま
・
歌
唄
＆
ル
ル
の
３

組
に
な
っ
た
。

唯
世

「
じ
ゃ
あ
、
行
こ
う
！
」

唯
世
達
は
３
組
に
分
か
れ
、
別
々
の
方
向
に
走
っ
て
行
く
。

そ
れ
を
見
て
い
た
静
海
達
３
人
も
、
行
動
を
開
始
し
た
。
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な
ぎ
ひ
こ
＆
り
ま
組

り
ま

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
た
と
は
い
え
、
あ
な
た
と
ペ
ア
に
な
る
な
ん
て
ね
。
」

り
ま
は
少
し
不
機
嫌
で
あ
る
。

な
ぎ
ひ
こ

「
そ
ん
な
に
邪
険
に
し
な
く
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」

り
ま

「
私
、
こ
な
い
だ
教
室
で
偶
然
見
た
の
よ
。
あ
な
た
が
髪
を
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に

し
て
る
と
こ
ろ
を
ね
。
」

な
ぎ
ひ
こ

「
え
っ
・
・
・
」

思
い
が
け
な
い
り
ま
の
一
言
に
、
な
ぎ
ひ
こ
は
真
っ
青
に
な
っ
た
。

り
ま

「
そ
れ
に
あ
の
時
女
言
葉
で
呟
い
て
た
し
・
・
・
あ
な
た
、
も
し
か
し
て
・
・
・

」な
ぎ
ひ
こ

「
参
っ
た
な
ぁ
・
・
・
。
！
シ
ー
ッ
・
・
・
」

な
ぎ
ひ
こ
は
人
差
し
指
を
口
元
に
当
て
て
、
再
び
口
を
開
く
。
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な
ぎ
ひ
こ

「
も
う
少
し
だ
け
、
み
ん
な
に
は
内
緒
に
し
て
て
？
」

な
ぎ
ひ
こ
の
片
手
に
は
、
ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
の
し
ゅ
ご
た
ま
が
あ
っ
た
。

り
ま

「
・
・
・
」

り
ま
は
黙
っ
て
い
る
。

な
ぎ
ひ
こ

「
・
・
・
！
？
」

り
ま

「
ど
う
し
た
の
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
誰
か
い
る
！
」

「
気
配
だ
け
で
気
づ
い
た
か
。
さ
す
が
は
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
一
員
ぜ
よ
。
」

な
ぎ
ひ
こ
が
振
り
向
い
た
先
に
は
、
静
海
が
立
っ
て
い
た
。

な
ぎ
ひ
こ

「
君
は
誰
だ
？
」

静
海

「
オ
レ
は
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
１
人
・
・
・
獄
猿
静
海
ぜ
よ
。
」

り
ま
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「
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
っ
て
何
な
の
？
」

静
海

「
オ
マ
エ
達
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
に
敵
対
す
る
グ
ル
ー
プ
ぜ
よ
。
ド
ロ
ワ
！
」

ド
ロ
ワ

「
サ
ッ
サ
と
叩
き
潰
す
ぞ
。
」

静
海

「
オ
レ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
・
イ
フ
リ
ー
ト
ダ
ン

サ
ー
！
！
」

静
海
は
炎
を
ま
と
っ
た
ダ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
。

り
ま

「
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
！
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
何
だ
か
禍
々
し
い
ね
・
・
・
」

り
ま

「
キ
ャ
ラ
な
り
で
き
な
い
な
ぎ
ひ
こ
は
下
が
っ
て
て
！
私
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク

！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
！
！
」

り
ま
は
ク
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
プ
に
キ
ャ
ラ
な
り
し
た
。

静
海

「
ダ
ン
サ
ー
に
ピ
エ
ロ
か
、
笑
え
る
ぜ
よ
。
行
く
ぜ
よ
！
ス
パ
イ
ラ
ル
フ
ァ
イ

ヤ
ー
！
！
」
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静
海
は
高
速
回
転
し
、
炎
の
弾
を
乱
射
し
て
き
た
。

ボ
ボ
ボ
ボ
ボ
！
！

り
ま

「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
！
！
」

り
ま
は
大
量
の
ク
ラ
ブ
を
投
げ
、
攻
撃
を
相
殺
す
る
。

ボ
シ
ュ
、
ボ
シ
ュ
！

静
海

「
な
か
な
か
や
る
ぜ
よ
。
で
は
、
こ
れ
は
ど
う
ぜ
よ
？
フ
レ
イ
ム
ウ
ォ
ー
ル
！

！
」

静
海
は
右
足
を
地
面
に
叩
き
つ
け
、
走
る
火
柱
を
放
っ
て
き
た
。

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！

り
ま

「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
・
シ
ー
ル
ド
！
！
」

り
ま
は
大
量
の
ク
ラ
ブ
を
高
速
回
転
さ
せ
、
盾
に
す
る
。

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！

静
海

「
防
御
方
法
は
悪
く
な
い
き
に
。
だ
が
悲
し
き
か
な
・
・
・
オ
レ
の
炎
の
前
に

は
力
不
足
ぜ
よ
！
！
」
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火
柱
は
り
ま
の
ク
ラ
ブ
を
破
壊
し
た
。

バ
キ
ィ
ン
！
！

り
ま

「
！
！
」

り
ま
は
火
柱
に
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
。

ゴ
ォ
ォ
！
！

り
ま

「
キ
ャ
ア
ア
ア
！
！
」

飛
ん
で
い
く
り
ま
を
、
な
ぎ
ひ
こ
が
受
け
止
め
た
。

ガ
バ
ッ
！

り
ま

「
な
ぎ
ひ
こ
！
」

な
ぎ
ひ
こ

「
ち
ょ
っ
と
ボ
ク
に
任
せ
て
く
れ
る
？
ボ
ク
、
ダ
ン
ス
は
割
と
得
意
な
ん
だ
。
」

静
海

「
選
手
交
代
か
、
オ
レ
は
別
に
構
わ
ん
ぜ
よ
。
フ
レ
ア
ー
ダ
ン
ス
！
！
」

静
海
は
回
転
す
る
炎
を
ま
と
い
、
な
ぎ
ひ
こ
に
向
か
っ
て
来
た
。

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
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な
ぎ
ひ
こ

「
ハ
ッ
、
よ
っ
！
」

ヒ
ョ
イ
ッ
！

な
ぎ
ひ
こ
は
軽
快
に
、
静
海
の
突
進
を
か
わ
し
て
い
く
。

静
海

「
チ
ィ
ッ
、
チ
ョ
コ
マ
カ
と
・
・
・
な
ら
ば
こ
れ
じ
ゃ
き
！
ツ
イ
ン
フ
レ
イ
ム

ウ
ォ
ー
ル
！
！
」

ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！

そ
の
時
、
青
い
し
ゅ
ご
た
ま
が
動
き
出
し
た
。

コ
ト
コ
ト
・
・
・

『
な
ぎ
ひ
こ
！
確
か
に
届
い
た
ぜ
、
オ
マ
エ
の
鼓
動
！
！
』

リ
ズ
ム

な
ぎ
ひ
こ

「
え
っ
？
」

ポ
ン
ッ
！

青
い
し
ゅ
ご
た
ま
か
ら
、
リ
ズ
ム
が
孵
化
し
た
。

な
ぎ
ひ
こ

「
２
人
目
の
し
ゅ
ご
キ
ャ
ラ
！
」
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リ
ズ
ム

「
オ
レ
は
リ
ズ
ム
！
さ
ぁ
・
・
・
」

な
ぎ
ひ
こ

「
ボ
ク
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
キ
ャ
ラ
な
り
・
ビ
ー
ト
ジ
ャ
ン
パ
ー
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
リ
ズ
ム
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
リ
ズ
ム
を
人
間
化
し
た
姿
に
な
っ
た
。

な
ぎ
ひ
こ

「
ア
イ
シ
ク
ル
・
シ
ュ
ー
ト
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
冷
気
を
ま
と
っ
た
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
。

ブ
ン
ッ
！

火
柱
が
凍
っ
て
い
く
。

ビ
キ
ビ
キ
ビ
キ
ビ
キ
！

な
ぎ
ひ
こ

「
続
い
て
、
ブ
レ
イ
ズ
・
シ
ュ
ー
ト
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ
は
続
い
て
炎
を
ま
と
っ
た
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
凍
っ
た
火
柱
を
破
壊
し

た
。

ブ
ン
ッ
！

バ
キ
ャ
ア
！
！

静
海
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「
余
興
は
こ
こ
ま
で
ぜ
よ
。
」

静
海
は
飛
ん
で
行
く
。

な
ぎ
ひ
こ

「
追
う
よ
、
り
ま
ち
ゃ
ん
！
」

り
ま

「
え
え
！
」

な
ぎ
ひ
こ
と
り
ま
は
静
海
を
追
っ
て
行
っ
た
。

唯
世
＆
や
や
組

唯
世
と
や
や
は
プ
ラ
チ
ナ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
と
デ
ィ
ア
ベ
イ
ビ
ー
に
キ
ャ
ラ
な
り
し
、

ヴ
ィ
ス
と
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
し
て
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ロ
ー
ズ
に
な
っ
た
兎
帳
閨
夜

と
戦
っ
て
い
た
。

閨
夜

「
リ
ー
フ
カ
ッ
タ
ー
！
！
」

ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
・
・
・

唯
世

「
ホ
ー
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
！
！
」
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ボ
ン
ッ
！

閨
夜
の
攻
撃
を
唯
世
が
防
ぎ
、
や
や
が
隙
を
見
て
反
撃
す
る
。

や
や

「
ア
ヒ
ル
ち
ゃ
ん
ダ
ッ
シ
ュ
！
！
」

ゴ
ォ
ッ
！

閨
夜

「
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ッ
プ
！
！
」

バ
チ
ン
！

や
や
が
飛
ば
し
て
き
た
ア
ヒ
ル
達
を
、
閨
夜
の
ム
チ
が
弾
き
飛
ば
し
た
。

閨
夜

「
ア
ン
タ
達
も
し
つ
こ
い
ね
～
。
」

閨
夜
が
そ
う
言
っ
た
そ
の
時
、
彼
女
の
携
帯
が
鳴
っ
た
。

ピ
リ
リ
！

閨
夜

「
は
い
、
閨
夜
！
う
ん
、
わ
か
っ
た
。
」

ピ
ッ
！

閨
夜

「
ア
チ
シ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
連
絡
が
来
た
わ
。
ア
ン
タ
達
を
連
れ
て
来
い
っ
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て
さ
。
ア
チ
シ
に
つ
い
て
来
な
！
」

閨
夜
は
そ
う
言
う
と
、
走
っ
て
行
く
。

唯
世
と
や
や
は
首
を
傾
げ
つ
つ
も
、
後
を
追
っ
た
。

歌
唄
＆
ル
ル
組

歌
唄
は
セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
に
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
テ
ィ
ン
ク
と
ダ
ー
ク
キ

ャ
ラ
な
り
し
て
ジ
ャ
ミ
ン
グ
パ
ル
サ
ー
と
な
っ
た
音
譜
と
戦
っ
て
い
た
。

歌
唄

「
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
！
！
」

ブ
ァ
ッ
！

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！
！

音
譜

「
ク
ッ
！
」

歌
唄

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
ト
ー
ム
！
！
」

歌
唄
は
羽
根
を
竜
巻
に
巻
き
込
ん
で
放
つ
。
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ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！

音
譜

「
ジ
ャ
ミ
ン
グ
ク
レ
イ
ド
ル
！
！
」

ブ
ァ
ッ
！

音
譜
は
怪
音
波
で
羽
根
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

歌
唄

「
強
い
・
・
・
」

音
譜

「
ア
タ
シ
を
甘
く
見
な
い
で
よ
ね
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
・
・
」

音
譜
が
続
け
て
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
時
、
時
臣
が
現
れ
た
。

ザ
ッ
！

音
譜

「
時
臣
？
何
よ
、
今
良
い
ト
コ
な
の
に
。
」

時
臣

「
余
興
は
終
わ
り
だ
。
サ
ッ
サ
と
戻
っ
て
来
い
。
」

音
譜

「
わ
か
っ
た
わ
よ
・
・
・
」

音
譜
は
時
臣
に
つ
い
て
行
く
。
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歌
唄

「
待
ち
な
さ
い
！
追
う
わ
よ
、
ル
ル
！
」

ル
ル

「
え
、
え
え
・
・
・
」

歌
唄
と
ル
ル
は
２
人
の
後
を
追
っ
た
。

歌
唄
と
ル
ル
が
時
臣
と
音
譜
を
追
っ
て
や
っ
て
来
た
の
は
、
巨
大
な
お
城
の
前

だ
っ
た
。

唯
世
達
も
い
る
。

歌
唄

「
あ
、
み
ん
な
！
」

や
や

「
な
ぎ
ー
！
な
ぎ
ー
も
キ
ャ
ラ
な
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
！
」

り
ま

「
み
ん
な
、
遭
遇
し
た
敵
を
追
っ
て
来
た
の
？
」

歌
唄

「
え
え
・
・
・
」

そ
の
時
、
ラ
イ
ト
が
灯
っ
て
４
人
の
男
女
が
現
れ
た
。
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パ
ァ
ッ
！

静
海

「
改
め
て
自
己
紹
介
す
る
ぜ
よ
。
オ
レ
は
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
ダ
ー
ク
ジ

ャ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア
、
獄
猿
静
海
ぜ
よ
！
！
」

閨
夜

「
ア
チ
シ
は
ダ
ー
ク
エ
ー
ス
チ
ェ
ア
、
兎
帳
閨
夜
！
！
」

音
譜

「
ア
タ
シ
は
ダ
ー
ク
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ェ
ア
、
烏
条
音
譜
！
！
」

時
臣

「
そ
し
て
ボ
ク
が
副
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
ダ
ー
ク
キ
ン
グ
ス
チ
ェ
ア
、
獅
童
時

臣
だ
。
」

歌
唄
達
は
身
構
え
る
。

時
臣

「
じ
ゃ
あ
ボ
ク
達
の
リ
ー
ダ
ー
と
、
新
し
い
仲
間
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
」

城
の
扉
が
開
く
と
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
少
女
と
黒
い
ロ
ー
ブ
に
身
を
包
ん
だ
人

物
が
や
っ
て
来
た
。

ボ
ウ
シ
の
少
女
は
ボ
ウ
シ
を
取
り
去
る
。

パ
ッ
！

歌
唄
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「
亜
夢
に
ソ
ッ
ク
リ
・
・
・
」

莱
夢

「
ア
タ
シ
は
ダ
ー
ク
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
の
リ
ー
ダ
ー
、
鬼
怒
川
莱
夢
。
そ
し
て
こ

の
子
が
・
・
・
」

黒
い
ロ
ー
ブ
に
身
を
包
ん
だ
人
物
は
、
ロ
ー
ブ
を
取
り
去
っ
た
。

バ
サ
ァ
ッ
！

歌
唄
・
ル
ル
・
唯
世
・
や
や
・
な
ぎ
ひ
こ
・
り
ま

「
！
！
」

歌
唄
達
は
そ
の
人
物
に
驚
愕
す
る
。

な
ぜ
な
ら
そ
の
人
物
こ
そ
、
誘
拐
さ
れ
た
日
奈
森
亜
夢
だ
っ
た
か
ら
だ
。

亜
夢
の
瞳
は
グ
レ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

莱
夢

「
ア
タ
シ
と
同
じ
く
ダ
ー
ク
ジ
ョ
ー
カ
ー
で
、
新
し
い
仲
間
・
・
・
日
奈
森
亜

夢
よ
。
ど
う
、
驚
い
た
？
」

り
ま

「
ど
、
ど
う
し
て
亜
夢
が
・
・
・
」

時
臣

「
ボ
ク
達
は
エ
ン
ブ
リ
オ
を
手
に
す
る
べ
く
、
専
務
か
ら
彼
女
を
さ
ら
え
と
命

を
受
け
た
ん
だ
。
彼
女
の
力
を
使
え
ば
、
×
タ
マ
を
集
め
や
す
い
か
ら
ね
。
」
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な
ぎ
ひ
こ

「
そ
ん
な
事
の
た
め
に
亜
夢
ち
ゃ
ん
を
・
・
・
」

歌
唄

「
許
さ
な
い
！
み
ん
な
、
ア
イ
ツ
ら
５
人
を
倒
し
て
亜
夢
を
助
け
出
す
わ
よ
！

！
」

莱
夢

「
さ
せ
る
か
。
ミ
ヤ
！
」

ミ
ヤ

「
は
い
は
い
。
」

ミ
ヤ
は
亜
夢
に
近
づ
く
。

亜
夢

「
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
・
・
・
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
・
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト

ダ
ー
ク
ネ
ス
・
・
・
」

亜
夢
は
ミ
ヤ
と
ダ
ー
ク
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
黒
い
ド
レ
ス
を
身
に
ま
と
っ
た
姿
に

な
っ
た
。

胸
元
の
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
も
紫
色
に
な
っ
て
い
る
。

唯
世

「
ア
、
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
ダ
ー
ク
ネ
ス
・
・
・
！
？
」

な
ぎ
ひ
こ

「
何
て
不
気
味
な
ん
だ
・
・
・
」
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亜
夢

「
ダ
ー
ク
ス
タ
ー
シ
ャ
ワ
ー
。
」

亜
夢
は
手
か
ら
雷
の
雨
を
降
ら
せ
る
。

バ
リ
バ
リ
バ
リ
バ
リ
！
！

や
や
・
り
ま

「
キ
ャ
ア
ア
ア
！
！
」

な
ぎ
ひ
こ

「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

や
や
・
り
ま
・
な
ぎ
ひ
こ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
や
ら
れ
た
。

亜
夢

「
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
ロ
ッ
ド
・
・
・
」

亜
夢
は
赤
と
黒
に
塗
ら
れ
た
ロ
ッ
ド
を
手
に
し
、
唯
世
に
向
か
っ
て
来
た
。

ド
ン
ッ
！
！

唯
世

「
ホ
ー
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
！
！
」

ブ
ァ
ッ
！

唯
世
は
ホ
ー
リ
ー
ク
ラ
ウ
ン
で
攻
撃
を
防
ご
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
ヒ
ビ
が
入

り
始
め
る
。
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ド
ゴ
ォ
！
！

唯
世

「
う
わ
ぁ
！
！
」

歌
唄

「
唯
世
！
！
」

亜
夢

「
次
は
オ
マ
エ
の
番
だ
・
・
・
」

亜
夢
は
歌
唄
に
向
か
っ
て
行
く
。

歌
唄

「
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ィ
ン
グ
！
！
」

歌
唄
は
羽
根
を
無
数
に
放
っ
た
。

ブ
ァ
ッ
！

亜
夢

「
ジ
ャ
ミ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
」

し
か
し
、
亜
夢
の
攻
撃
の
前
に
消
し
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

バ
シ
ュ
ッ
！

歌
唄

「
そ
ん
な
・
・
・
」



43

亜
夢

「
終
わ
り
だ
・
・
・
」

亜
夢
は
徐
々
に
、
歌
唄
に
近
づ
い
て
行
く
。

ザ
ッ
ザ
ッ
・
・
・

ル
ル

「
（
ア
タ
シ
の
せ
い
だ
・
・
・
ア
タ
シ
の
せ
い
で
亜
夢
が
・
・
・
助
け
た
い
・
・

・
亜
夢
を
！
！
）
」

ル
ル
は
心
の
奥
底
か
ら
、
亜
夢
を
助
け
た
い
と
願
っ
た
。

そ
の
時
だ
っ
た
。

ナ
ナ
が
突
然
光
り
出
し
た
の
は
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・

莱
夢

「
何
？
」

ル
ル

「
ナ
ナ
が
、
輝
い
て
る
・
・
・
」

ナ
ナ

「
ル
ル
、
届
い
た
で
ア
ン
タ
の
気
持
ち
！
助
け
る
で
！
日
奈
森
亜
夢
を
！
！
」

ル
ル

「
う
、
う
ん
！
！
ア
タ
シ
の
心
、
ア
ン
ロ
ッ
ク
！
！
」
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ル
ル
の
体
が
、
光
り
出
す
。

パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！

ル
ル

「
キ
ャ
ラ
な
り
！
！
ド
ロ
シ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
！
！
！
」

ル
ル
は
ナ
ナ
と
キ
ャ
ラ
な
り
し
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
。

亜
夢
を
助
け
た
い
と
い
う
ル
ル
の
想
い
が
、
彼
女
に
新
た
な
力
を
与
え
た
！

果
た
し
て
、
ル
ル
達
は
亜
夢
を
助
け
出
す
事
が
で
き
る
の
か
！
？

続
く
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

しゅごキャラ！登場、ダークガーディアン！！
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